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琉
球
の
古
典
籍
三
題

1

本
土
文
献
の
引
用
と
変
容
i

崎

村

弘

文

琉

球
は
、
日
本
本
土

よ
り
隔
た
る

こ
と
西
南

に
五
〇
○

キ

ロ
か
ら

一
○
○
○

キ

ロ
、
高

温
多
湿

に
て
虫
鼠

の
害
多

く
、
典
籍

の
保
存

に
は
適

さ
ぬ
地

で
あ

る
。

し
か
し
、
稀
々
、
古

い
典

籍

の
伝
存

す
る
例

が
有

り
、
注
目
を
引
く
。

そ
う
し

た
伝

存
は
、
単

に
日
本
古
典
文
学

の
研
究

に
資
料
を
提
供
す

る
と
い
う

に
止

ま

ら
ず
、
現
地

に
お
け

る
そ

の
意

味
付

け

の
変
容
ー

い
わ
ば
用

い
方

の
託
り

ー

を
通

し
て
、

日
本
文
学
展
開

の

一
つ
の
可
能
性
を
示
す
も

の
と
成

っ
て
い

る
。た
だ
し
、

こ
の

「
意
味
付

け
の
変
容
」

に

つ
い
て
は
、
人

に
よ
り
本
土

に
お

け

る
古

い
様
相

の
残
存
と
す

る
傾
向
が
無
く
も
無

い
。
琉
球
と
云
え
ば
、
そ

の

言
語

や
民
俗

に
お
け

る
古
態
性

に
注
目
す
る
あ
ま
り
、
何
も
か
も
が
古

い
か
た

ち
を
伝
え

る
も

の
の
よ
う

に
思

い
込
み
が
ち

で
あ
る
が
、
変
化
し
改
新

し
た
と

見
な
す

べ
き
も

の
も
結
構
認
め
ら
れ
る
よ
う

で
あ
る
。
よ
く
よ
く
注
意

す

べ
き

こ
と

で
あ
る
。

本
稿

で
は
、
琉
球

に
伝
存
す
る
古

い
典
籍

三
者
に

つ
い

て
、
従
来
説

か
れ
て

来
た
と

こ
ろ
を
再
検
討
し

つ
つ
新
た
な
観

点
か
ら
紹
介

す
る
と
と
も
に
、

そ
の

日
本
文
学
史

に
お
け
る
然
る

べ
き
位

置
付

け
を
試

み
ん
と
す

る
も

の
で
あ

る
。

一
、
『
伊
勢
物
語
聞
書
』

ま
ず
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

の

『
伊
勢
物

語
聞

書
』
古
写

一
本

を
紹

介
し
た

い
。

該
本

に

つ
い

て
は
、

こ
れ
ま

で
に
も
東
愚

納
寛

惇

氏

・
東
恩

納
千
鶴
子
氏

に
よ
る
紹
介
が
成
さ
れ

て
い
る
が
、
本
土
在
住

の
研
究
者

に
は
そ
の
存
在
す

ら

満
足

に
は
知
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
筆
者

は
、

せ

っ
か

く
の
資
料
が
十

分

に
活
用
さ
れ
ぬ
ま
ま
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
惜
し
む
と
と
も

に
、
両
氏

の
紹

介

に
補
訂

を
要

す
る
点

が
有

る
と
認
め

る
も

の
で
あ

る
。

該
本

の
書
誌
、
次

の
通

り
。
綴
葉
装

一
冊

(五
綴
)
、
タ
テ
二
四

・
五

㎝
×
ヨ

コ

一
七

・
五

㎝
。
表
紙

・
裏
表
紙
と
も
、
藍
色
無
地

の
も

の
を
用

い
、
見
返
し

に
金
切
紙
を
置
く
装
偵

で
あ

る
が
、

こ
れ

は
裏
表
紙
見
返
し

に
〈
昭
和
三
十
二

年

四
月
/

こ
の
表
紙
を
附
す
〉
と

の
貼
り
紙
が
有
る

こ
と
か
ら
、
後
補

の
も

の

で
あ

る
こ
と
が
分
か

る
。
表
紙

の
次

に
第

一
丁
が
あ
り
、
表
は
白
紙

に

て
雲
母

が
撒
か
れ

て
い
る
。
右
下
隅

に
は
、
〈
源
七
〉

の
朱
印

一
穎

(
旧
蔵
者
島

袋
源

七

の
蔵
印
。

タ

テ

一
・
三

㎝
×
ヨ
コ

一
・
0

㎝
の
角

形
)。

一
丁
裏

よ
り
首
題
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〈
伊
勢
物
語
聞
書
〉
以
下

の
本
文
が
有
り
、
墨
付
き

=

○
丁
。
巻
末

に
遊
紙

一
丁
が
有

る
。
奥
書
等
は
、
左
記

の
通
り

(
私

に
訓
点

を
付

す
。

ま
た
、
番
号

に
ょ

っ
て
九
州
大
学

附
属
図
書
館
所
蔵
伝
藤

原
為
家
筆
本

『
伊
勢
物
語
」
奥
書

お
よ
び
武
田
本

同
と
の
校
異

を
示
す
)
。

①

}
〇
七

丁
ウ

「

文
明
庚
午
孟
冬
溝
書
写
詑
。

夢
庵
子
。

」

此
年
号
夢
庵
御
自
筆
也
。
写
之
詫
。

②

一
〇
八
丁

オ
～

=

○
丁
オ

「
抑
伊
勢
物
語
根
源
、
古
人
之
読

く
不
同
。
或

云

バク
、
在
原
中
將
自
記
云
く
。
因
慈

有
二其
謙

退

比
興
之
詞
等
4

又
云
バ
ク
、
伊
勢

筆
作
也
撚

莚

静
レ之
。
似
二
彼
家
集

文
躰
ゆ
是
故
号
二
伊
勢
物
語
の
以
一」此
爾
説

一案
レ
之
、

更
難
レ
決
レ
之
。
心
中
秘
蜜
身
上
之
興
言
、
他

人
推
而
難
レ
注
レ
之
。
以
レ
之
可
レ
謂
二
其
自
書

一欺
。
但

」

「
疑
、
万
葉
古
風
中
多
載
二
撰
集
之
嵜
謁
仁
和

聖

日
之
間
粗
記
二
臨
幸
之
義
過
此
等

事
又

不
審
。
伊
勢
家
集
其
端
文
躰

以
同
レ
之
。
是

又
見
二
先
達
旧
記
⑩
庶

幾

其
躰

一軟

。
雨

不
レ知
レ
之
。

加
レ
之
此
物
語
名
字
非
二
彼
筆

一者
何
構
こ
伊
勢

一

乎
。
或

説
云
バ
ク、
爲

二狩
使

う下
二
向
伊
勢
ハ
傍
有
二
此
名
字
刃

其
読

又
難
レ
信
。
始

則
載
二
南
京
春

日
之
詞
ハ

」

「次
注
二
西
封
夜
月
之
思
の
富
士
山
之
雪
、
武
藏

野
之
煙
、
凡
非
二
伊
勢
國
事
適
多
以
爲
二
此
物
語

之
肝
心
⑩
価
爾
説
共
有
二
不
審
過
古
事
ロ
ハ
仰
可
レ
信
。

又
或
説

云
ハ・
、
後
人
以
二
狩
使
事

一改
二
爲
此
草
子
之
端

=

爲
レ
叶
二
伊
勢
物
語
之
道
理

一也
。
件
本
狼
籍

奇
快
者
也
。
伊
行
所
爲

也
。
不
レ
用
レ之
。

先
年
所
レ書
之
本

爲
レ人
被

借
失
ゆ
価
爲
レ

」

「

備

讃
本
《
重

而
所
二
校
合

「也
。

戸
部
尚
書
在
判

近
代

以

狩
使
事

・爲
レ
端
之
本
出
來
。
末
代

之
人
今
案
也
。
更
不
レ
可
レ
用
レ
之
。

此
物
語
古
人
之
説
不
レ
同
。
或
云
構
二
在
中
將
自

書
ハ
或
構
二
伊
勢
筆
作
』
就
二
彼
是

一有

二書
落

事
等
A
上
古
人
強
不
レ
可
レ
尋
二其
作
者
の
ロ
ハ可
レ
翫
二

」

コ
詞
花
言
葉

「而
已
。

戸
部
尚
書
在
判

以
一一租
父
卿
眞
筆
本

】不
レ
違
二
一
字

一書

写
校
合
之
。
可
レ
備
二
謹
本

一

　
。

藤
爲
相

」

【
校
異
】

1
之

2
並

3
或

4
而

5
密

6

「
思
レ
之
」

ア
リ

7
儀

8
者

9

「
有
」

ア
リ

10
詞

11

「偏
」

ア
リ

ー2
ナ

シ

ー3
哉

14
持

15
ナ
シ

ー6
又
以

17

「
而
」

ア
リ

ー8
ナ
シ

19
難

20
詞

21
此

22
籍

23
惟

24

「
可
」

ア
リ

25
ナ
シ

26
ナ
シ

27
ナ
シ

28
ナ
シ

29
此

全

て

一
筆

に
成
る
も

の
と
覚

し
く
、

ま
た
、
本
文

の
大
方
と
も
同
じ
筆
と
認

め
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
②

は
、
聞
き
書
き

に
用

い
ら
れ
た

『
伊
勢
物
語
」
本

文

に
付
随

す
る
も
の
、
①

は
、
同
本
文
と
勘
物
注
記
と
を
含
め
た

『
聞
書
』
本

文

に
付
随
す

る
も

の

(お

よ
び
、

そ
れ
を
転
写
し
た
人
物

の
注
記
)

で
あ
る
。
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②

は
、
従
来
知
ら
れ

て
い
る

『
伊
勢
物
語
』
諸
本

の
奥
書

と
比
較
す

る
こ
と

に
よ
り
、

(
1
)
〈
定
家
本
系
統
根
源
本
第

四
系
統
〉
諸
本

の
奥
書

・
〈
同
武

田
本
〉
諸

本

の
奥
書

・
為
相

の
識

語

よ
り
成

る
も

の
で
、
ま
と

ま

っ
た
か
た
ち

で
、

い
わ
ゆ

る
〈
定
家
本
系
統
流
布
本
第

二
類

〉
諸
本

に
見
ら

れ
る
も

の
で
あ
る
。

こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
①
は
、
〈
夢
庵
子
〉

の
語
を
手

が
か
り
に
こ
の

『
聞
書
』
と
牡
丹
花

肖
柏
と

の
関
わ
り
日

同
書
が

『
伊
勢
物

語
肖
聞
抄
』

の

一
本

で
あ

る
こ
と
"
を

確
認
し
た
上

で
、
『ー

抄

』
諸
本

の
奥
書

と
比
較
す

る
と
、

(
2
)
〈
文
明

一
二
年
本

〉
類

に
見

ら
れ
る
も

の
で
あ

る
。

こ
と
が
分
か
る
o

即
ち
、
如
上

の
奥
書

は
、

こ
の

『
聞
書
』

一
本
が

「
文
明

一
二
年

(
一
四
八

〇
)
、
牡
丹
花
肖
柏

に
よ
り

『伊
勢
物
語
』
流
布
本
を
用

い
て
ま
と
め
ら
れ
た
聞

き
書

き
」

の
転
写
本

で
あ

る
こ
と
を
示
し

て
い
る
わ
け

で
、
そ

の
こ
と
は
、
同

本
と

『=

物

語
』

『ー

抄
』

諸
本

の
主
な
本
文
異
同
を
検
し
た
と

こ
ろ

で

は
、
そ
の
ま

ま
認
め

て
さ
し

つ
か
え
な

い
も

の
の
よ
う

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
の

『聞
書
』
は
、
『
伊
勢
物
語
肖
聞
抄
』
も
し
く

は
肖
柏
著

『伊
勢
物
語
聞
書
』

の

一
本
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
る

の
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。

東
恩
納
寛
惇

・
東
恩
納
千
鶴
子

の
両
氏
は
、
同
本

の
そ
う
し
た
性
格
を
認
め

な
が
ら
も
、
こ
れ
を

『
伊
勢
物
語
』
と
し

て
取

り
扱

わ
れ

て
い
た
よ
う

で
あ

る
。

そ

の
態
度

は
、
同
本

が
沖

縄
県

の
文
化
財

に
指
定

さ
れ
る
際

に
も
引
き
継

が

れ
、
県
教
育
委
員
会

の

『
文
化
財
保
護
行
政
要
覧
』
等

に
こ
れ
を

『
伊
勢
物
語
』

と
し
て
登
載
す

る
結
果
と
な

っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
書
誌
学
的
に
は
聯
か
厳

密

さ
に
欠

け
る
態
度
と
云

え
る
よ
う

に
思
う
が
、
如
何
か
。

な

お
、
書
写
年
代

は
、
東
恩
納
寛

惇
氏

の
論
考
等

に
〈
室
町
中
期
比
〉
と
有

る
が
、
或

る
い
は
そ
れ
よ
り
も
や
や
下
る
か

(
た
だ
し
、
下

っ
て
も
近
世
初
期

以
降
と

い
う

こ
と
は
有
る
ま

い
)
。

本
文

に
は
、

朱
墨
両
筆

の
勘
物
注
記

・
合

点

・
濁
点

・
不
審
紙
等
が
見
ら
れ
る
が
、
中

で
印
象
的
な

の
は
、
『
物
語
』
本
文

と
勘
物
注
記
と
を
結
ぶ
彩
し

い
朱
線

で
あ

る
。
全
体
と
し

て
入
念
な
読
み
込
み

が
行

な
わ
れ
た

こ
と
を
示
す
も

の
と
見
ら
れ
、
(
そ
れ
が
転
写
段
階

で
の

こ
と

か
ど
う
か
は
明
ら
か

で
な
い
が
、
)
以
下

の
こ
と
が
ら
と
も
関
連
し

て
、
『
聞
書
』

諸
本

に
お
け
る
類
例

の
存
在

に
関
心

の
持
た
れ

る
と

こ
ろ

で
あ
る
。

次

に
、

こ
の
本

と

『
混
効
験
集
』
所
引

の

『
伊
勢
物
語
』
と
の
関
係

に

つ
い

て
触
れ

て
置
き
た
い
と
思

う
。

『
混
効

験
集
』
中

に
本
土
成
立

の
古
典

『
伊
勢
物
語
』
『
源
氏
物
語
』
『
徒
然

草

』
や
辞
書

『節
用
集
』
『
塵
添
増
嚢
抄
』
『
呉
竹
集

』
等

々
が
引
用

さ
れ
て
い

る
こ
と
は
夙

に
知
ら
れ

て
い
る
が
、
東
恩
納
寛
惇
氏

は
、
『
聞
書
」
を
め

ぐ
る
論

考
中

で
そ
の
こ
と

に
触
れ
ら
れ
、
次

の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
た
。

…
…
私

が
こ
の
本
を
珍
重
す
る
わ
け
は
、

こ
の
本

が
混
効
験
集
編
輯

の
時

の

台
本

に
な

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
か
ら

で
あ

る
。
百
十

四
段

の

(お
き

の
ゐ
て
身
を
や
く
よ
り
も
か
な
し
き
は
、
宮

こ
し
ま

へ
の
わ
か
れ
な

り
け
り
)

の

(宮

こ
)
を
流
布

の
塗
籠
本

に
は
す

べ
て

(都
)
と
な

っ
て
い

る
が
、
混
効
験
集
坤
巻
言
語
篇

(
お
き
れ
)

の
条
に
、
(
伊
勢
物
語

に
、
お
き

の
ゐ

て
身
を
や
く
よ
り
も
か
な

し
き

は
、
宮
古
島

へ
の
わ

(か
脱
)
れ
な
り

け
り
と
有
)

と
あ

っ
て
、

こ
の
本

に
よ

っ
た
ら
し

い
形
跡
が
あ
る
。
…
…

つ
ま
り
、
氏

は
、
現

・
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

の
こ
の
本

が

『
混
効
験

集
』
編
纂
時

に
は
既

に
琉
球
王
府

に
有

っ
て
編
纂
作
業

に
利

用
さ
れ
た
、
と
見

て
お

ら
れ
る
わ

け
で
あ

る
が
、
そ

こ
に
は
左
記

の
よ
う
な
疑
問

が
有

る
。
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i
.
同
本
が

『
混
効
験
集
』
編
纂
時

に
琉
球

(
王
府
)

に
存
在

し
た
と
い
う
確

証
は
無

い
。

五
.
同
本

の

『ー

物
語
』
本
文

と

『混
効
験
集
』
所
引

の
そ
れ
と
を
比
較
し

て
み
る
と
、

一
致

し
な
い
点

が
い
く

つ
か
有

り
、
か

つ
そ
れ

は
、
単
な
る

誤
写
等

に
よ

っ
て
生

じ
た
も

の
で
は
な
く
、
両
者
が
直
接

の
関
係
を
持
た

な

い
こ
と
に
よ

っ
て
存
在
す

る
も

の
と
見
ら
れ

る
。

…皿
.
『
ー

物
語
』

一
一
五
段
〈

み
や
こ
し
ま

へ
の
わ
か
れ
な
り
け
り
〉

を
〈
宮

ー
〉
と

し
た
本

は
、
定
家
本
系
統
天
福
本
諸
本
な
ど

に
も
有
り
、

し
い

て

こ
の
本
を
取
り
立

て
る
べ
き
理
由
は
無

い
。

h
.
に

つ
い
て
は
、
次

に
見
る
通
り

で
あ
る

(『
混
効
験
集
』
に

つ
い
て
は
外
間

守
善

『ー

校
本
と
研
究
』
に
よ
る
。
頁
数

は
同
書

の
そ
れ
。
ル
ビ
が
琉
球
大
学
附

属
図
書
館
所
蔵

『伊
勢
物
語
聞
書
』
に
見
ら
れ
る

『伊
勢
物
語
』
本
文
の
か
た

ち
)。

乾
巻
七
五
頁
お

い
ら
い

伊
勢
物
語

に
い
ら

へ
も

せ
ぬ
な
と

ゝ
有
ー

『
伊

勢
物

語
』

六
二
段

の
本
文

に
相
当

七
九
頁

し

つ
き
や
い

伊
勢
物
語
源
氏

に
も
惣
様
と
云

坤

巻

一
一
一
頁

を
り

伊
勢
物
語

に
色

こ
の
み
な

る
お
と

こ
長
岡
と

い
ふ
所

に
家
作
り
を
り
け
る
と
有
-

五
八
段

=

二
頁

い
ら

へ

伊
勢
物
語

に
な
ど

い
ら

へ
も
せ
ぬ
と
云
は
な
み
た

の
こ
ほ
る

ゝ
に
目
も
見
え
す
物
も

い
わ
れ
す
と
有
ー

六

二
段

同

し
つ
き
や
い

伊
勢
物
語
源
氏
物
語
に
も
惣
様
と
云
所
に
悉

皆
と
云
事
多
し

同

お
ほ
す
へ

業
平
の
歌
に
人
し
れ
す
わ
れ
懸
し
な
は
あ
ち
き

な
く

い

つ
れ

の
神

に
な
き
名

お
ほ
せ
ん
と
有
-

八
九
段

同

き
た
な
さ

伊
勢
物

語
詞
書

に
さ
る
歌

の
き

た
な
げ
さ

に
と

有
…
ー

一
○
三
段

同

や
ら
す

同
詞
書

に
例

の

男

を
ん
な

に
か

は
り
て
歌

を
よ

み

て
や
ら
す
と
有
ー

一
○
七
段

同

し

ほ
と

む

で
ゝ

伊

勢
物
語

に
み

の
か
さ
も
取

あ

へ
す

し

と

ゝ
に
ぬ
れ

て
ま
と

ひ
に
け
り
と
有
ー

}
○
七
段

=
二
頁

お
き
れ

伊
勢
物
語

に
お
き

の
ゐ

て
身

を
や
く
よ
り
も
か
な

し
き

は
宮
古
嶋

へ
の
わ
か
れ
也
け
り
と
有

り
1

二

五
段

一
七
頁
う

ゐ
旅

和
詞

に
も
む
か
し
男
う
ゐ
冠

し
て
奈
良

の
京
な
と

あ
り
ー

一
段

一
二
六
頁
な

伊
勢
物
語
に
ほ
と

ゝ
き
す
な
か
鳴
里

の
あ
ま
た
あ
れ
は

う
と
ま
れ
ぬ
思
ふ
物

か
ら
ー

四
三
段

=
二
〇
頁
ほ
と
む
た
し

伊
勢
物
語

に
皆
人
か
れ
飯

の
上

に
な
み
た
お

と
し

て
ほ
と
ひ
に
け
り
と
有
ー

九
段

同

か
ね

伊
勢
物
語

に
む

こ
か
ね
と
有
i

一
○
段

一
三

一
頁

み
す
か
言

伊
勢
物
語

に
み

そ
か
な
る
所
な
れ
ば
門
よ
り
も

え
入
ら
て
わ
ら
は

へ
の
ふ

み
明
た
る

つ
ゐ
ひ
ち

の
く

つ
れ
よ
り

か
よ
ひ
け
り
と
有
i

五
段

以
上

の
如

く
で
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

『伊
勢
物
語

聞
書
』
が

『
混

効
験
集
』

の
編
纂

に
利
用
さ
れ
た
と
は
考
え
難

い
の
で
あ

る
が
、
な
お
、

そ
の

伝
来

が
い

つ
で
あ

っ
た
か
と

い
う
問
題
は
、
琉
球

に
お

け
る
本
土
方
言

・
琉
球

方
言

の
表
記

の
歴
史

に
関
わ
る
も
の
と
し

て
十
分

に
検
討

さ
れ

る
必
要
が
有
ろ

う
。

【
注

】

1
東
恩

納
寛
惇

「浦

添
家
本

伊
勢
物

語

に

つ
い

て
」
(「拓

殖
大

学
論
集
」

13

・
一
九

五

う47う



七
)

・
東
恩
納
千
鶴
子

『琉
球
に
お
け
る
仮
名
文
字
の
研
究
』
(
一
九
七
三
)
等
参
照
。

2
注
1
の
東
恩
納
千
鶴
子
氏
著
書

一
九
七
頁
に
は
、
〈
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
の
所
有
に

帰
し
た
後
、
東
京
の
表
具
屋

へ
出
し
て
表
紙

・
綴
糸
を
新
し
く
し
、
本
来

の
姿
を
失

な

っ
た
〉
旨
、
記
さ
れ
て
い
る
。

3
勘
物
注
記
の

一
部
に
後
筆
が
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
云
う
。

4
池
田
亀
鑑

『
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究
』
(
一
九
三
三
)

・
山
田
清
市

『伊
勢
物
語
の

成
立
と
伝
本
の
研
究
』
(
一
九
七
二
)
・
片
桐
洋

一
『
天
理
圖
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部

第
三
巻
伊
勢
物
語
諸
本
集

一
』
解
題

(
一
九
七
三
)
・
山
田
清
市

『伊
勢
物
語
校
本
と
研

究
』
(
一
九
七
七
)
等
参
照
。

5
大
津
有

一
『伊
勢
物
語
古
注
釈
の
研
究
』
(
一
九
五
四
)

・
田
中
宗
作

『伊
勢
物
語
研
究

史
の
研
究
」
(
一
九
六
五
)

・
片
桐
洋

一
『伊
勢
物
語
の
研
究
』
(
〕
九
六
九
)
等
参
照
。

6

『物
語
』
本
文
に
は
章
段
数
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
一
○
五
段
と

一
〇
八
段
の
部
分
に
付

け
落
と
し
が
有

っ
て
、

そ
れ
以
下
の
章
段
数
に
狂
い
が
生
じ
て
い
る
。
転
写
の
段
階
で

章
段
ご
と
の
入
念
な
読
み
込
み
な
い
し
伝
受
が
行
な
わ
れ
て
い
れ
ば
そ
う
し
た
こ
と
が

生
じ
た
可
能
性
は
小
さ
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

『伊
勢
物
語

聞
書
』
の
転
写
に
は
そ
う
し
た
こ
と
が
伴
な

っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
見
る

余
地
が
有
る
。

7
琉
球
最
占
の
古
語
辞
書
。
康
煕
五
○
年

(
一
七

=

)
成
立
。
成
立
事
情

・
内
容
等
は
、

外
間
守
善

「
混
効
験
集
校
本
と
研
究
』
(
一
九
七

○
)
に
詳

し
い
。
ま
た
、
『
沖
縄
大

百
科
事
典
』

(
一
九

八
三
)
〈
『
混
効
験
集
』
〉

の
項

に
も
詳
し

い
解
説

が
有

る
。

琉球大学附属図書館所蔵 『伊勢物語聞書(肯 聞抄)』 巻頭(1丁 ウ～2丁 オ)



二
、
『
ト
キ
双
紙
』
と

『
砂
川
双
紙
』

同2丁 ウ～3丁 オ

次

に
、
奄
美

・
沖
縄
地
域
伝
存

の

『
ト
キ
双
紙
』

と
宮
古
島
伝
存

の

『
砂
川

双
紙
』

に

つ
い
て
検
討
し

て
み
た
い
。

両
者
は
、
と
も

に
、
日
々
の
吉

凶
占

い

(
日
取
り
)

に
利
用
さ
れ
た
書
物

で

あ
る
が
、
そ

の
起

源

の
は

っ
き
り
し
な
い
も

の
と
し

て
知
ら
れ

て
い
る
。
試
み

に

『
沖
縄

大
百
科
事
典
』

で
両
者

に

つ
い
て
の
解
説
を
見

て
み
よ
う
。

○
ト
キ
双
紙

1

ぞ
う
し

*
ト
キ
が
、
吉
凶
占

い
の
技
術
上

の
準
拠

物
と

し
て
利

用
し
た
書
物
。
〈
時
双
紙
〉
と
も
書
く
。
ト
キ
は
、
吉
凶
占

い
、
祭

事

や
祝
事

の
日
取
り
を
定
め

る
職
能
者

で
、
〈
ト
キ

・
*
ユ
タ
〉

と
同

一
の

概
念

で
と

ら
え
ら
れ

て

い
た
傾
向

も
あ

り
、
民

間

レ
ベ

ル
の
*
物
知

り

で

あ

っ
た
。

〈
比
嘉
政
夫
〉

丙
奄
美
】

一
名
大
雑
書
と
も
い
う
。
主

と
し

て
神
事

・
婚
姻

・
家
普
請

・
旅

立
ち
な
ど

の
日
柄
を
み
る

の
に
使

用
さ
れ
た
。
大
工
な
ど
も

こ
れ
を
持

っ
て

い
た
。

現
在
、

写
本
を
含
め

て

「
永
代
大
雑
書
万
暦

大
成
」

(笠
利
町
)

や

「明
治
大
雑
書
万
歳
暦
」
(喜
界
島

)
な
ど
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。
喜
界
島

に

は
独
特

の
文
字

を
使
用
し

て
書
か
れ

て
い
る
も

の
や
、
双
紙
は

ユ
タ
の
祖

先

の
日
の
御
子

が
天

か
ら
持

っ
て
来
た
と

い
う
伝
承
も
あ
る
。
文
字
を
知

ら
な

い
人

々
に
と

っ
て
、
こ
れ
ら

の
双
紙
は
生
活

の
指
針

を
与

え
、
双
紙
を
持
ち
、

解
読

す

る
物
知

り

は
聖

な

る
存
在

で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
。
圏
長
沢

和
俊

「
奄
美

の
ト
キ
双
紙

に

つ
い

て
」
(
『南

日
本
文
化
」

4
号
、

1
9
7
1
)

〈
山
下
欣

一
〉

内
沖
縄
】
首
里
王
府
時
代

か
ら
、
迷
信

・
邪
宗
追
放

の
政
策

に
よ

っ
て
集
め

ら
れ
、
破
棄
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

2
、

3
残
存
し
た
ら
し
い
。
…
災
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厄

の
原
因
を
方
位
と
時
間

の
組

み
あ
わ
せ

で
判
断
す
る
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ

な
象
形
文
字
的
な
符
号
が
書
か
れ

て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
そ

の
内
容
や
記
号

が
中
国
的

な
も

の
か
、

日
本
本
土

の
影
響
を
う
け
た
も

の
で
あ

っ
た
か
い
ま

の
と
こ
ろ
不
明

で
あ

る
。
し

『
砂
川
双
紙
』
、
『
玉
厘
記
』

〈
比
嘉
政
夫
〉

○

『砂

川
双
紙
』

う

る
か
そ
う
し

宮
古

の
砂
川

・
友
利

・
新
里

に
伝

わ
る

暦

の

一
種
。
〈
砂
川
暦
〉
と
も
、
た
ん

に
〈
双
紙
〉
あ
る

い
は
俗

に
〈

カ

ン

パ

ニ
〉

と
も
呼
ば
れ

る
。
〈
天
人
文
字
〉
と
称
す
る
干
支

(
*
十

干
十
二
支
)

を
あ
ら

わ
す
記
号
と
、
独
自

の
注
記
符
号

(砂
川
文
字
)
と
を
用
い
た
点

に

特
色

が
あ
る
。
十
干
、
十

二
支
、
暦
注

の
ほ
か

に
、
立
春
、
秋
分

な
ど
の
二

十

四
節
気
、
吉
凶
を
示
す
十

二
直
が
記
さ
れ

て
い
る
。
…
〈
双
紙

〉
は
男
子

だ

け
が
伝
授
し

た
。
起
源

に

つ
い
て
は
、
平
安
中
期

の
陰
陽
家
安
倍
晴
明

の

『
金
烏

玉

兎
集
』
を
九

州
征
西
府

の
懐
良
親
王

の
配
下
、
ま
た
は
菊
池
、
松

浦

の
余
党
が
宮
古

に
も
た
ら
し
た
と

い
う
説

(
*
稲
村
賢
敷

『琉
球
諸
島

に

お
け

る
倭
憲
史
跡

の
研
究
』
、
1
9
5
7
)
と
、
王
府
時
代
末
期

に
沖
縄
本
島

か

ら

の
流
人

で
あ

る
玉
那
覇
、
渡
嘉
敷

の
2
人

が

*
時
憲

書
を
も

と

に
し

て
、

*
ト
キ
双
紙

の
記
号

(天
人
文
字
)
と
〈
砂

川
文
字
〉

と
を

用
い
て
創

案
し
た
と

い
う
説

(岡
田
芳
朗

『
日
本

の
暦
」
、
1
9
7
2
)
が
あ
る
が
、
選

日
と

ト
占

に
使
用
す
る
点
、
天
人
文

字
使

用
の
点

な
ど
か
ら
ト
キ
双
紙

の
系

統
を

ひ
く
も

の
と

い
う
見
方
が
強

い
。
現
在
、

6
種

の
双
紙

が
県
立
図
書
館

宮
古
分
館

に
保
存
さ
れ

て
い
る
。
ー

ト
キ
、
時
之
大
屋
子
〈
島
尻
勝
太
郎
〉

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

(1
)

琉
球
に
は
〈
ト
キ
〉
と
呼

ば
れ
る
〈

日
取

り
を
定
め

る
職
能
者
〉
が
居

り
、
そ
の
営
為

の
拠

り
ど
こ
ろ
が

『
ト
キ
双
紙
』

で
あ

っ
た
。

(
2
)
宮
古

の

『
砂
川
双
紙
』
は
、
『
ト
キ
双
紙
』
と
関
係
を
持

つ
も

の
か
と
思

わ
れ

る
。

と
の
二
点

が
明
ら
か

に
な
る
。

そ
し
て
奄
美

の

『
ト
キ
双
紙
』

の

一
部
は
、
そ
の
名

に
よ

っ
て
明
ら
か
な
如

く
、
本
土

の
近
世
後
期

に
多
く
出
版
さ
れ
た
大
雑
書

の
類

で
あ

る
こ
と
が
分
か

る
。

ま
た
、
同

『
事
典
』
〈

ト
キ
双
紙
〉

の
項
に
付

さ
れ
た
鹿
児
島
県
大
島
郡

瀬
戸
内

町
請
阿
室

の
資
料

の
写
真
を
見
る
と
、
そ
の
解
説

に
は
〈
大
雑
書
〉
と

有

る
も

の
の
、
ど
う
も
同
期

に
多
く
出
版
さ
れ
た
大

判
の
百
科
全
書
風
節
用
集

(暦

・
日
取

り
や
男
女
相
性
占

い
等

に

つ
い
て
の
記
述
を
含

む
)

の
よ
う

で
あ

り
、

そ
う
し

た
も

の
も

『
ト
キ
双
紙
』

の

一
種
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
見
ら
れ

る
。
本
土

で
は
ご
く

一
般

に
通
用
し
て
い
た
は
ず

の
も

の
が
、

琉
球

で
は
専
業
的

ト
占
者

の
用

い
る
と

こ
ろ
と
な

っ
て
い
た
わ
け
で
、
典
籍
と

し

て
の
性
格

に
若
干

の
変
容
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

奄
美

の
そ
の
他

の

『
ト
キ
双
紙
』
に

つ
い

て
は
、
『事
典
』
〈

ト
キ
双
紙
〉

の

項

に
引
用

さ
れ
た
長
沢
氏

の
論
文

に
詳
し

い
。
大
部
分

は
陰
陽
暦
下
段
か
ら

の

摘
記

の
よ

う

で
あ

る
が
、
喜
界
島

の
そ
れ
は
柳
か
異

な

る
も

の

の
よ
う

で
あ

る
。
同
論
文

に
示
さ
れ
た
写
真
を
掲
げ
、
解
説

の

一
部
を
転
記
す

る
。

…
偶
然
喜
界
島
志
戸
桶

の
我
原
米

心
氏

の
家

で
、
珍
し

い
ト
キ
双
紙
を
発
見

し
た
。
我
原
家
は

ノ
ロ
の
家
筋

で
、

代
々
ト
占
を
業
と
し

て
来
た
家
柄
だ
と

い
う
。
本
書
は
表

に

天
保
四
年

巳
十
月
吉

日
書
之
要
六
拾
書

と
記
さ
れ

て
い
る
。
上

の
写
真
は
そ

の
第

一
頁

で

年

の
明
方

の
事
き

の
え

つ
ち

の
と

の
年

は
寅
卯

の
問
き

の
と
か
の
え
の
年

は
申
酉

の
間

ひ
の
え

つ
ち

の
え
か

の

と
み
ず

の
と

の
年

は
巳
午

の
間

ひ
の
と
み
ず

の
え

の
年

は
亥
子

の
間

と
読

む
そ
う

で
あ
る
。
上
図

は
同
書

の

一
部

で
独
特

の
双
紙

の
文
字

で
記
さ
れ
た

ト
キ
双
紙

の
部
分

で
、
惜

し
く
も
上
下
が
欠
け

て
い
る
た
め
、
解
読
は
な
か

な
か
難

し
そ
う

で
あ
る
。

…
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トキ 双 紙 第 一 頁

こ
れ

は
、

い
わ

ゆ

る
〈

天
人
文
字
〉

を
用

い
た
文
献

で
ち

る
。
へ
天

人
文

字
〉
と

は
、
古
く

『
琉
球
神
道
記
記
』
に
見
え
る
文
字

で
、
同
書

に
次

の
よ
う

に
伝
え
る

(横
山
重

『
琉
球
神
道

記

弁
蓮
社
袋
中
集
』

一
九
七
〇

に
拠

る
)
。

「
又
昔
此
國

二
天
人
下

リ
.
文
字

ヲ
数

コ
ト

ア
リ
。
其
字
数
百
。
其
庭

ハ
中

城

ノ
近
里
ナ
リ
。
其
後

城

間

ニ
シ
テ
.
悪

日

二
屋

ヲ
作

ル
人

ア
リ
。
天
人
現
ジ

テ
.
所

の
占

者
呼

テ
云
。
何
ゾ
悪

日
ヲ
示

サ
.・
ル
。
占
者
云
。
我

二
尋
ネ

ズ
。
天

云
。
尋

ネ
ズ
共
行

テ
教

ベ
キ

ヲ
ト
噴

テ
。
其
文
字

ノ
書

ヲ
牟
分
.
分

裂

テ
.
天

ニ
上

ル
。
故

二
.
月

日
ノ
撰
定
.
今

ハ
牟

ア
リ
。
牟
分

ニ
シ
テ
物

ヲ
占

二
正

キ
ナ
リ
。
其
字
少

々
云

ト キ 双 紙 の 一 部

【
校
異
】
1
〈
稿
本

「正

キ
也

ト
云
」
〉

2
〈
稿
本
及
ビ
琉
球
國
由
来
記
・

二
作

ル
〉

〈
天

人
文
字
〉

の
使
用

は
、
『
事
典
』
に
も
云
う
如
く
、
宮

古
島

の

『砂

川
双

紙
』
に

つ
い
て
も
認
め
ら
れ
る

(次
頁
写
真
参
照
)
。
喜
界
島

・
宮
古
島

に
お

け

る
使
用
例

の
存
在

は
、
〈
天
人
文
字
〉
が
琉
球

の
か
な
り
広

範
囲

に
亘

っ
て
認

め
ら
れ

る
も

の
で
あ
り
、
そ

の
背
景

に
は
少
な
く
と
も

『琉
球
神
道
記
』
成
立

前
後

に
ま

で
湖

る
来
歴

の
有
る

こ
と
を
、
明
ら
か
に
す

る
も

の
と
云
え

よ
う
。

と

こ
ろ
で
、
『砂

川
双
紙
』
の
起
源

に

つ
い
て
は
、
稲
村

・
岡
田
両
氏

の
説
が

有
り
、

い
ま
だ
決
着
を
見

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
稲
村
氏

の
説

に
云
う
安
倍

晴
明

『
金
烏
玉
兎

集
』
と
は
何
を
指

す
の
で
あ

ろ
う
か
。
続
群
書
類
従

に
も
収

め
る

『笛

篤
内
伝
金
鳥
玉
兎
集
』

で
あ
れ
ば
、
写
本

は
室
町
時
代

の
も

の
が
有

り
、
板
本

は
慶
長
年
間

か
ら
幕
末

に
至

る
ま

で
の
多
く

の
も

の
が
有

る
。
奄
美
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の
旧
家
蔵
書

に

つ
い
て
の
調
査
報
告
や
宮
古
島

の
隣

の
多
良
間
島

で
の
筆
者

の

見
聞
等
か
ら
す
れ
ば
、
琉
球

へ
の
日
本
本
土
や
中
国
か
ら
の
典
籍
伝
来

は
近
世

後
期
か
ら
明
治
時
代
ま

で
少
な
く
な
か

っ
た
よ
う

で
、
『i

金
烏
玉
兎
集
』
の

九
州
あ
た
り
か
ら

の
伝
来
も
十
分
考

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る

(
た
だ
し
、
受

容
層
は
上
層
階
級
)
。

し
か
し
、

『砂

川
双
紙
』
諸
本

の
内
容

と
該
書

の
そ
れ
と

を
比
較
し

て
み
る
と
、
相

異
が
著

し
く
、
前
者

の
そ
れ

は
む

し
ろ
大
雑
書

や
大

判

の
百
科
全
書

風
節

用
集

の
類

な
い
し

は

『
三
世
相
」

の
名
を
冠
し

て
多
く
出

版

さ
れ
た
ト
占
書

の
類

の
そ
れ

に
近

い
。
稲
村
氏
の
云
う

『
金
鳥
玉
兎
集
』
は
、

そ
の
著
書

に
よ
れ
ば
、
安
倍
晴
明

の
〈
直
系

に
当

る
土
御
門
家
が
家
伝

の
秘
書

と

し
て
相
伝

し
て
来

た
も

の
〉

の
よ
う

で
あ

る
か
ら
、
或
る

い
は

『
篇
笹
内
伝

ー

』
と
は
異
な
る

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
砂
川
双
紙
』
諸
本
と
大
雑
書

・
節

用
集

・
三
世
相

の
類
と

の
内
容
的
相
似

は
無
視

で
き
な

い
事
実

で
あ
る
よ
う
に

思
う
。
岡
田
氏
説

の
当
否
は

い
ま

の
と

こ
ろ
判
断
し
難

い
が
、
宮
古
島

の

『砂

川
双
紙
』
が
奄
美

の

『
ト
キ
双
紙

』
と
近
い
成
立
背
景

を
持

つ
も
の

で
あ
る
可

能
性
は
高

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
『
事
典
』
に
よ
れ
ば
、
多
良
間
島

に
は
次

の
よ
う
な

『
砂
川
双
紙
』
『
ト

キ
双
紙
』

の
類
書

が
存

す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

○

『
玉
厘
記
』

ぎ

ょ
く

こ
う
き

多
良
間
村
仲
筋

に
伝
え
ら
れ
た
筆
写
本
。
*

ト
キ
と
称

さ
れ
る
民
間
巫
者
あ

る
い
は
*
三
世
相
な
ど

の
秘
伝
書

の

一
種
。

所
蔵
す

る
家
も

か

つ
て
は
同
様
な
宗
教
的
職
能
者
を
出
し
た
と
さ
れ
る
。
お

も

に
民
間
医

療

に
関

す
る

*
呪
法

・
*
呪
文
お

よ
び
悪
霊

の
障
害

や
災

厄

を
、
防
御

・
除
去
す

る
*
護
符

や
呪
符

に
関
す
る
知
識
が
記
さ
れ

て
い
る
。

護
符

・
呪
符

に
は
不
動
明
王
真
言
、
急
急
如
律
令

の
よ
う
な
例
が
み
ら
れ
、

明
ら
か

に
非
固
有

の
要
素

の
影
響
も
認
め
ら
れ
る
。
レ
ト
キ
双
紙
〈
岡
本
恵
昭
〉

筆
者

は
、
多
良
間
島

に
何
度
か
足
を
運

ん
だ

こ
と
が
有
る
が
、
該
書
は
未
見

で

あ

る
。
今
後

の
調
査

の
課
題
と
し
た

い
。

興
味
深

い
こ
と

は
、

こ
の
解
説

の
中

に
、
〈
三
世
相
〉

な
る
語
が
見

ら
れ
る

こ
と

で
あ

る
。
そ
れ

に

つ
い
て
は
、
『
事
典
』
に
次

の
よ
う
に
有

る
が
、
こ
れ
は

筆
者
が
上

に
指
摘
し
た
近
世
後
期
の
ト
占
書

『
三
世
相
』

の
類

の
伝
来
を
物
語

る
も

の
で
は
有
る
ま

い
か
。

○
三
世
相

サ
ン
ジ

ン
ソ
ウ

民
間

に
お
い
て
占

い
を
職
業
と
す
る
易
者

の
こ

と
。
高
島
易

断
所

の
暦

や
各
自

の
独
特

の
占

い
書
、
ま
た
体
験
的
な
知
識
な

ど

で
、
運
勢

・
土
地
売
買

・
移
転

・
旅
立
ち
な
ど

の
吉
凶
判
断
、
そ
し

て
婚

約

・
婚
姻

・
葬
式

な
ど
、
人
事
万
般

に
わ
た

る
判
断
を
お

こ
な
う
。
ほ
と
ん

ど
が
男
性

で
あ

り
、

*

ユ
タ
に
女
性

の
多

い
事
実
と
は
興
味
深
い
対

照
を
は

な
す
。

ス
ム
チ
ー

(書
物
)
と
か
、

*
ム
ヌ
シ
リ

(物
知
り
)
な
ど
と
も
呼

ば
れ

る
。

…

〈
津
波
高
志
〉

〈
高
島

易
断

所

の
暦
〉

と

い
う
話

も
出

て
来
た

が
、
筆
者

は
、

一
九

八
七
年

『
砂
川
双
紙
』

の
調
査

で
宮
古
島
を
訪
れ
た
際
、
古
書
店
頭

に
高
島
易
断
所
本

部
編
纂

の
暦

『
昭
和
六
十

二
年
神
宮
館
御
家
寳
』
(発
行

所
神
宮
館
)
が
有

る
の

を
認
め
た
。
ま
た
、
同
じ
発

行
所
刊
の
活
字
版

『天
保
新
選
永
代
大
雑
書
萬
暦

大
成
』

(昭
和
二
十
七
年
初
版

、
同
五
十
七
年
十

四
刷
)
が
有

る
の
も
認
め
た
。

要
す

る
に
、
今

日

で
も

そ
う
し

た
も

の
に
対

す
る
需
要

が
有

る
と

い
う

こ
と

で
、
地
元

に
お
け
る
ト
占

へ
の
志
向

の
強

さ
を
再
確
認
す

る
こ
と
と
な

っ
た
。

ま
た
、

た
ま
た
ま
そ
の
店

で
知

り
合

っ
た
方
か
ら
、
今

日
で
も

『
砂
川
双
紙
』

の
書

承
が
行

な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
驚

い
た
も

の
で
あ
る
。

こ
れ

に
よ
り
、
琉
球

の
専
業
的

ト
占
者

に
は
〈

ト
キ
〉

と
〈

サ

ン
ジ

ン

ソ

ウ
〉

の
有

る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
さ
ら

に
〈

ム
ヌ
シ
リ
〉
と
呼
ぶ
者

も
有

る

ら
し

い
。

そ
れ

に

つ
い
て
も
見

て
置

こ
う
。
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○

ム
ヌ
シ
リ

元
来

は
博
識

を
意
味
す

る
〈
物
知

り
〉
を

さ
し
た
が
、

一
般

に

不
明
な
事
象

に

つ
い
て
こ
れ
を
予
察

し
原
因
を
判
断
す

る
能
力
を
有
す
る
呪

じ
ゅ
つ

ひ
も
と

術

宗
教
者
を
称

す
る
。

*
三
世
相
や
易
者

な
ど
は
易
学
書
を
縮

い

て
占
う

の
で
シ
ム
チ

(書
物
繰

り
)

と
い
わ
れ
、
人
相

・
手
相

・
骨
相

に
よ

っ
て
命

運
を
予
託
す
る
観
相
師

は
ミ
ー
ト
ー
シ
、

ほ
か

に
儀
礼

や
祭
祀

の
執
行

日
を

正
し
く
あ
て
る
*
ト
キ
と
か
ピ
ー
ト
リ

(
日
取
り
)
な
ど
専
門
機
能
ご
と

に

多

様
な
名

称
が
付

せ
ら
れ
て
い
る
。

…

〈
桜
井
徳
太
郎
〉

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
琉
球

に
お
い
て
は
、

か

つ
て
庶
民

の
手

に
し
難
か

っ
た

ト

占

の
書

を
繰

っ
て
吉
凶

の
判
断
を
行
な
う
者

は
〈

ム
ヌ
シ
リ
〉
と
称
さ
れ

て
信

仰
を
集

め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中

に
、
〈

ス
ム
チ
ー

(書
物
)
〉
な

い
し
〈

シ

ム
チ

(書
物
繰

り
)
〉

と
呼
ば
れ

る
者
が
居
た
事
実

は
、
琉
球

に
お
け
る
典
籍

の
置

か
れ
た
位
置
を
物
語

っ
て
余
り
有

る
。

本
土

に
お
い
て
も
、
か

つ
て
は
、
〈

…
に
日
く
〉
と
か
〈
…
と
云
ふ
本

文
有

り
〉

と
い

っ
た
か

た
ち

で
典
籍
を
引
用
す

る
こ
と
が
、

一
つ
の
寓
Φ
ω
菖
σq
Φ
を
示

す
も

の
と
し

て
…機
能
し

て
い
た
。
典
籍

の
置
か
れ
た
位
置
は
現
在

に
お
け
る
よ

り
も
か

な
り
高
か

っ
た

こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
琉
球

に
お
け
る
そ
れ
は
典
籍

の

享
受
形
態
を
変
容

さ
せ

る
レ
ベ
ル
に
ま

で
達
す
る
も

の
で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

典
』
〈

『
琉
球
神

道
記
』

〉
の
項
参
照
。

=
三
木
靖

「和
泊
町
中
央
公
民
館
保
管
の
沖
家
蔵
書
に
つ
い
て
」
(「薩
琉
文
化
」
4
、
一
九

七

一
)

・
同

「
元
家
蔵
書
の
調
査
報
告
」
(同
18
、

一
九
八
二
)
等
参
照
。

末
筆
な
が
ら
、

調
査

に
当

っ
て
御
協
力
頂

い
た
琉
球
大
学
附
属
図
書
館

・
沖

縄
県
立

図
書
館
宮
古
分
館

の
各
位
を
初
め
と
す

る
多
く

の
方

々
、
ま
た
、
御
教

示
を
賜
わ

っ
た
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部

の
伊
牟
田
経
久
先
生

ほ
か

の
方
々

に
篤

く
御
礼
申

し
上
げ

ま
す
。

な
お
、
本
稿

は
、

一
九
九
〇
年

一
二
月

の
鹿
児
島
国
文
談
話
会

に
お
け
る
発

表

に
訂
補

を
加

え
て
成

っ
た
も

の
で
あ
る
。
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【
注

】

8

一
九
八
三
年
沖
縄
タ
イ

ム
ス
社
刊
。
引
用
文

の
原
文

は
横
書
き
。

9
実
際
の
論
文
に
は
〈

奄
美
日
柄
見
資
料
集
成
1

>
と
の
副
題
が
付
い
て
い
る
。

 10
浄
土
宗

の
僧
袋
中

(
一
五
五
二
～

一
六
三
九
)
の
著
。
全
五
巻
。
〈

一
六
○
三
年

(尚
寧

15
)
か
ら
〇
六
年
ま
で
の
三
年

間
、
那
覇

に
滞
在

し
た
著
者
が
、
馬
幸

(高
)
明

の
求
め

に
応

じ

て
稿
を
起

こ
し

た
。
琉
球

神
道

に

つ
い
て
具
体
的

に
記
述

し
た
最
古

の
文
献

で
、〉
〈
島
津
藩
統
治
以
前

の
琉
球

の
宗
教
全
般
が
展
望

で
き
る
〉
○
詳

し
く
は
、
横
山

重

『琉
球
神
道
記
弁
蓮
社
袋
中
集
」

(
一
九

七

〇

)

解

題

お

よ

び

『
沖

縄

大

百

科

事


